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バンクロフト糸状虫症の臨床的研究補遺

其の一

天草島大江村に於けるバンクロフト糸状虫症に就て

森口義春

長崎大学風土病研究所
（芸脚芸二研霊室主≡苦冨志芸芸）

（本論文の要旨は日本小児科学会日本皮膚科学会復興第四国

合同長崎地方会に於て発表した）

第一章　　緒
二　　　　二

呂

■糸状虫症は本邦に於いては北海道外二，三

‾由県を除き楯んど重囲に虞ぐ分布－しているも
■

のと考えられる．長崎県各地，鹿児島県各島

暁，高知県，八丈島等に於ける最近の蔓延状

況が相次いで報告せられ，糸状虫症は未だに

之等の地方に於ては濃厚な感染が行われてい

る事が明かにされた．熊本県天草島も在来か

ら濃厚なる浸埋地と目されて来た所で明治45

年吉永氏以乗殆んど全域にわたる調査報告が

あり非常に高い浸浬のるあ事が知られている．

然れども之等の調査の多くは各地住民のピッ

クアップ式の調査成績で糸状虫症の分布の概

要は塞がえるがその実態を知る事は出来ない．
1

糸状虫症が一般に大陸性東低の所に少く，

滑岸性，海洋性の見境直に多い垂にま世鼎の分

布を見ても明かな所である力も’同一地直にあ

っても授産の度に於いて可なりの濃淡があ少

モの土地又はその住居に特有な環境，生活，

習慣，．民度その他複雑な条件が之を左右して

おり，浸浬地に於いては一度浸入した糸状虫

が土着し，蔓延して行くに都合のよい環境が

ある様にバ思われる．

著者は天草大江村を選び全村民由墳血．検

診を行い，その蔓延の某態を明かにし，各部

落別に比較検討して．糸状虫浸浬と環境条件

との関係の解明に一指をそめて見たいと考え

る．

第二章一　調　　査　　方　　法

糸状虫症虫調査ほ満七才以上の大江村七部落民の

殆んど全員に就いて行った．戸別訪問又は宅診に放

て問診，視診，触診を行って糸状虫症の既往症盈現

症の有無を正し，血中仔虫の検出は午後十時以後午

前二時迄昭和二十大牢十一月二十一日より昭和二十

七年二月九日に亘る問，耳栗原血ギムザ染色を行つ

て鏡倹し，仔虫保有者を摘出Lた．以上によって碍

た仔虫検出糸症状具有率及び感染率（症状具有者

＋無症状仔虫保有者）は絶て算術計算百分率を出て

表Lた．筒糸状虫感染に関係あると思考させられる

気温ナ風向，家苦，耕作反別，蚊帳等の調査ほ昭和

二十七年七月二十一日より∧月三十一日までの糸状

虫症の最も盛に伝播されると思われる夏期を選び．

四十二日間に亘って行った．

第三童　茸　　浬　状　況

調査人員男女合計2272名一で仔虫保有者ほ325名

（14・コロ1士0・734％）埴吠具有者は241召（10・丘07±0・占

4占％）合計感染者は485名（2Ⅰ・3け士0・76占声）で

ある（第一素）
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詩1表

仔虫保有者調査人員

2272

仔虫暁出率

14．301土0．ア34

J

325

症状具有者卜症状見「有率

241

第一宙　′部落別に見たる茸産状況
′‾

調査七部落調査人卑芦272名で満七才以上の殆んど

全員であるが，唐崎，横浜は海岸地帯で平地．半農，

半漁を業としい浜里部落ほ平地で大江川をほさんで
′

横浜と相対じている．住民は専ら農業を営む．酉，
1

越崎，凰　野中部落ほ概ね大江川の上流，小商い丘

陵地帯で廃業を営む．仔虫換出率は西部蕗が最高や′
バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

194名中中名（35・052土3・425ヲ古〕の非常に商い検出率

を見た．野中．越噂，里が之忙りぎト浜尾部蕗は

123名瀬l名の仔虫保有者をも発見していない．唐

リ　　　　　　　ー　■　；■

？　　　　轟2表

IO．占07土0．占4占

感染者

485

感　　染　　率

21．347土U．ア占6

晴も仔虫検出率，∫　感染率ほ末々、4・9岬土．七三早野％

ニ7．6貯士Ⅰ．959プ右で他部蕗に比Lて非敵手磨い．要す

－小るに大江村の糸状虫感染状況は一般¢海岸地区に少

く，丘陵地区に多い．最高は西の51i■．5鶴士3・349プ左

の非常に商い感染率があるにも拘らず÷方浜里部落

の如きほ1甲名中l名の感染者も見ない事ほ特記に

値するもので狭陰なる同一村内碇怠りて概見する所

生酒程度，生業等殆んど差異中程い様に思われる之

等部落内に驚くべき感染率の畠が存在する事ほ注目

・すべき事実である．〔第二義卜三二二．

■

J
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二第．，＝廓・性別より見たる感染状況
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†

㍉タ

・調垂人見晃1253革車10i9名中仔虫保有者ほ男l乃

名13：細7士0．975プ左女ほ2名14一・9Ⅰ7士L24咽で男女
■－　」■t■ユ

の間中こ大差なく症状具有者男139名女102名具有率男
■l■
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さ一－、一　、

p

■　■－　一　▲
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＝性別

lI・893士0・8甲％，女10・010士0・892プ古，感染率ほ男

2占3名で20・990士1・05Ⅰプ左女222名2l・786土1・153プ右

七殆んど差‾を一見ない．〔第三蓑〕
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を峠としてかえって低下の傾向が見られ次第に仔虫

慢性の有症者が増加する．．盾部落に共通の現象とL
l

て坤才奇で蛙仔卑換由掛土放ても感染垂佐藤ても異
ill

常に高い噂を京してし「る申は注目され右・卿こ西部rl

蕗では被後者ヰ5名中30名乗に隼667タ左■と暦くべき

商い仔虫検出率を・宗L旺んな蔓延の状況が悲憤さ

れる．▲〔第四義）予∵二∵■∵■†　■で∵■∴－1

バイ　■‥　－．しIサ．
1　　　l

．バ≠　，．㌧㌧＼　一こ、…一∴れ■‥、ト’一－・・－‘j

く　こ華四・薗年令別よ夢見甲感攣甲∵■

．：・1仔申嘩有者ほ数に放で19才以下草でに147名で最

も多く金座の約婆数考古む盲′も症状具有者ほ9才以
l

下に畔なく叩才台虹な？七僅如こ異名を発見ナるに

過ぎなしJ．真の後峠年脊と共に坤加す富・牒鱒鱒に
主

よ－る右症疎め初発ほ却⊥30才が多く，且つこや年令
■　■　■　■

◆叫　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　ヽ一

層にほ急性期症状が多U∵症状の具有垂ほ年令と共
1ヽ

に鹿加L40才以上に高いが，仔虫窃就出率ほ1晦台

幕4表

宕射貫昭二…：；享孝三妄≠；耳≒竿箪・卜Ⅰ帯革
弧ナ39■」H∴310　2占　8・387士lT5ア4…　4王ごu－13・22吐lTヲ24・一湖17・419土し脚13vI3－28卜、2叫1

・亜←49才湖・35Ⅰ3・258土2・008　55－20畑土2・脚二67ト25・379士2・67812詔32ト3岬

翔一59才、知立　3714．122士貞二1盲ア’49へ18・アロ2士2泊白1－・‾67、25・573主2・甜518－：19　3肌t3摘9

占0才以上鎚2　28　ア・330士1・334　79　20・681士2・049■√ 89　∫23．298土2．Ⅰ占3　　919‾1611’r28：ア9

．べ．－バ．　　　　　　　　　　弟四華　唇染着の臨床的観察

「バンに㌔フト」糸状虫が人体に寄生する－・“

ことによってぉこる臨床症状は糸状虫性勃発．

作，精系淋巴管糸陰嚢水腫，乳酸尿一象皮

病等加あげもれるが，浸浬地では更に不定の
占

症状が混交して複雑な様相を嘉す盲．詳しぐ

は第二報に於て詳述する予定で思る一．

大江村に於ける調査人員2272名中症状具有・
＼

者は2型名で其の発生率は10・6％である。一発
、■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

見し毎た症状は糸状虫性熱凝作（所謂くさふ
l、1

るい）精系琳巴管糸陰垂水腫針乳酸（血）

庚症1象皮病．股及び鼠践淋巴腺の糸状虫性

腫脹の各種であった．その内t「く首ふるh」⊂心

発作のみのもの男女合せて1糾名（76・4％）で

．ハ陰嚢水腫は30名り2・ヰ％）盛年埠1う埴（5・．8琴）

乳靡尿中名（2・5％）股脱文嘩鼠践淋巴腺腫脹

r†勲さふる●い主関嘩あ誓諾軽症

第一薗、僅別ヰ撃早年与印

・男女別に見た場合仔虫の検出率及び症状具
I

有率は男13．807±0．975％，Jll．093±01887％，
＿・F

女14．917±1．244％，10．010±0．892％せ概ね

同じであるが症状に於て象皮病は男子2三毛ご

男子有症状著の1．ヰ％に対・し女子12名11．7％

で女子に多く．乳廉尿は男子1名に対し女子5

名と、なって女子匹多い．1　　　　　バ叫

卑「くさ本号い」発作は全症状に先駆して

殆どの場合魂われるもの．巧様であるが，既往
ゝ＿

の声きらかなものは男子！02名症状真有者の

73％で女子は82名でそあ80％せぁる．両し
●　一・

て「くさふるい」発作は男女其の襲作部位を

異にし而も年令及個人たより其由症状紅差異
■－　　●　■　l　　　　　　　　　　　　　　■　、　　‥　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　－　●　　　　　　　　－　　　　‥　　　　　－

を認められる．（第五表）
′

r　㌢　バ　　　ー

竿．甲．，！由車着
くさふるい
経　臨　者

象■皮・病■r 乳・靡　●尿

†▼　・

J

昇一　　　　　－139

女ご　　　　102・
i　●

雫　　t　　　　／一　　　　　　　　　、

104

－82
丁

，ヰ

‘除塵水旺 脛部．鼠蹟部■土
淋巴腺匪張

2．　　　　　1　　　‥　30　　　　　　9。l‾

12‘■　一　　　　　　　5

－　一　　　　　　　戸

3

’†　、、．∫　　　1　　J∴、
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h・第＝節　年令かち見た頻度

所謂糸状虫症の発病は年令と共に直線的に増

加している事は前述の通りであるが，之壷各

症状別匿親察して見れば症状具有者2ヰ1名中

1名は6才時既に糸状虫性勃発作があり＄才

時下既に高度の象乾；丙を生じた一例がある．

50才徳始めて発作の初発を見たもの3名残

りの殆んどは20－30才台に始まっている。

而して発作は30才台までのも●の忙激烈であ
1■

り頻度も多い。初発から‾の病歴が長くなれば

発作症状もかるく頻度■も減ずる．

灘発作以外の辞質的病変は殆ん■ど如畔以

後の感染者に見られ各症共に高年者に多中－．

叉高年の有症状苛には仔虫の陰性化せる一もの

が増加している．

幕玉章　　糸状虫症の蔓延と環境

同一村内にあって気温風土，地形・生酒条件等
子

概見に殆んど差異なきが如く恩着せられるのに，狭

陰なる大江村内にても糸状虫症浸浬度に放て各部落

に可成りの差異があり，特に相隣撰する浜里I西部

落の如きは，前者の感染率0プ左に対し後者の5l・546

％め如く糸状虫症の浸浬に著明な濃淡があるのほ前

述め通りである．糸状虫症の蔓延を助長する因子と
l

し⊂先ず伝緒着たる蚊族の発生，活動の消長が密接

な関係が為ろう事は諭ずるまでもない．その他蚊よ

I

幕6奉

り人に感染する機会が問題となる」糸状虫の土着，

蔓延に都合のよい薩摩鞄に放てほ自然及生酒環境．

習慣が之を助長Lているのかもノ知れない．依って蚊

の発生活動が最も多く従って糸状虫症感染の最も盛
l

な夏期を選び．昭鱒こ十七年七月二十一日より同年

八月三十一日までの間者部落の気温，耕作面積，家

書飼育数，蚊帳，蚊取線香等の使用等を調査しI糸

状虫浸浬との関係に就いて観察を行った．

午前■ア時

平均温度
部落名

菅．　崎

横．・浜

2ア．26

2ア．52

里　　　　2ア・25

・一　越言．T一　時　　27．5ア
；

野　中i27・4占
≠

浜　　里！27・33

画

車　均

26．61

27．28

午後2時　にm9時　抱合計一日

平均温度　平均温度平均温度

30．96

3l．12

29．5Ⅰ

30．15

29．86

29．83

29．42

30．】2

平均風力 最多風向

28．52

28．58

27．07

27．84．

27．85

27．13

27．21

27．74

大江村の地勢・鼻．

大江村ほ天草下島の西南端近くに位LI面積14・3

5平方粁i北，東は鷲尾嶽（32占m・），筈山（光Om・）

を中心とした山砲により囲まれ．高浜村，富津村に

頃Lている‘酉ほ鷲尾山より南に延びた2印m前後

の丘陵が海＃まで延びてい卑．山に囲まれた中央を

大江川が流れ，その両側に水田が開発さわている．

山麓ほ山襲にそって畠が作られ人家ほその間に＝，

≡軒づゝ点在Lて北から越吼野中，凰西，浜島

28．91

29．1Ⅰ

28．I1

28．57

28．39

28．09

27．ア占

28●42

0．ア1

0．57

0．985

】．38

0．98ア

・0．9ア5

1．08

01954

南

南90プg

南
ヽ

南東南

南

南

南

感　　染　　率

7●占07土l．与95

9．612土l．2占7

13．008土2●095■

2ア●ア78土2．670

30●3占8土2．¢22

0

5I●54古土3●349′

21・347士0・706・

横浜，唐崎の七つの人家集落が形成されている．酉

越崎．野中．里の各部落は人家が入り込んだ山車忙

沿って山麓から標高200m也内の丘陵地帯にわたつ－

て点在LI人家の裏側ほ多くほ薮．木立にかこまれI

一般に地形的に風通しが不艮でぁる．・又之等の部落

特に西部蕗ほ湧水が此較的多く，所々に水深りが出

来ている．大江川河口附近に至れば平地となり海岸

に面Lている．浜旦I横浜部落ほ村役場．学校I商

店を始め人家が密集Lて大江村の中心をなLJ周囲
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ほ専ら水田で　＿木立薮等は見当らない．大江村の気

象条件ほ各部諮問に特異の差異ほ認めなしユニ糸状虫

の浸浬ほ大江川上流，越崎J野中J旦，西の山ぞい

の部落に多く下流に少い．前者のこの様な地形的条

件ほ多分に蚊族の発生酒動及寿命維持に都合のよい

環項を形成してし「る様に思われる．

部落訓辞作市境

田島の耕作面積を各部幕別に見ると第7表に示す

．第丁轟
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如く．糸状虫症の浸摩度吟高い西，野中，越崎J一旦

に於七人口の割合に広く，一人当りの耕作面積が多

くなってゐる．之に反Lて横浜，唐崎に放てはは少

し．、．一人当りの耕作面積の広いことほ労働時間が長

く，従って蚊の暁剰衣球菌感染など糸状虫感染．発

病誘因にさらされる機会が多いことも考えられ．糸

状虫整理濃度との関係が想像され興味がある．

部落名
I t

戸　数
農　家　一戸当り
人　口　平均人口

田

0

273．26

1451．】3

5七氾．ロ8

2322．Ⅰ6

270．11

占05．26　バ

5422．00

畑

885．D7

19占4．0ア

2872．17

、・

4132．43

5272．0占

IO5l．22

Ⅰ94l●12

181Ⅰ8．14

計

885．0ア

2237．33

4324．08

4●632●51

7594．22

132l．33

2546．38

1

23540．14

一人当り
平均反別

4．00

3．03

9．06
ヽ　■

7．24

1

1l．15

8．24

IO●27

∵戸当り
平均反別

14．15
■　■

一】2●l与．

50．21

37．1l

■57．15

4l．09

56●18

唐　・崎

横　　浜

里

越　　崎

野．中

浜　　ご里

西′

合　　計

占I

179

85

124

132

32

45

占58

221

703

468

594

661

149

233

3029

3．6

3．9

5．5

9●B

5．0

4．6

5．2

5　4

部落別飼畜劫

各部落に放て調査せる飼寄数ほ第8表に示す通り

であるが一般農家に放ては，家畜ほ住居と開襟する

処に多く飼育せられており蚊の吸血源としての家畜

の数及び不潔なる寄合の構造などが人家に蚊の蛸集

する一要因をなしている場合が少くない．飼育せる

家苦の種類ほ牛，馬手豚を始軌羊J鶏，家鴨，兎
▲

苗8轟

■

等があげられるが，特に牛は純農家にと？てほ耕作

に敏く事の出来ない家苦であって，牛の飼育の割合

を見ると，西部蕗82・2％，野中82・7％．越崎41・9プ左二

里77．アブ古，浜里28・丁プ左，横浜7・lプ左で耕作面積と関

係がある．偶然かも知れないが．糸状虫症の多い越

崎．野中．畳，西部落に非常に多い事が知ちれる．

兎

4

9

0

0

．0

0

0

13

奇　計

244

492
1

呼号

．占三碍．

750＋

去0ケ

45占

3390

：牛 革 山　芋　　籍 馬 鹿 アヒバレ

唐　　崎

．．．．横　　浜1■

．こ里

‥・越・崎

野●　●中

一軒　里

‘　　西

宮・計

1

66

52

96

ウ

3ナ

2ア0

0

0

59

51

20

1占0

26

25

IO

351

31

41

49

80

由

24

36

347

】49

350

■　452

340

534

149

365

2．339

0

0

1

0

1

0

0

2

1

5

ア

ロ

0

0

8

21

0

24

Ⅰ3

Ⅰ
l

ア

ロ

0

45
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其．の　地

相の中心地である横浜，浜里及び唐崎部落などほ

村役場の指導宜Lきを得て人家内外の清掃，排水も

漸時政著され衛生思想も向上Lつゝある様に見受け

られるが，大江川上流の一般純農家の民度，生酒環

境，習慣には遺憾の点が多い。蚊帳，蚊取線香，

B，臥C等の保有，使用の状況等も全村に亘り各部

落別に調査を行ったがその活用の実態をつかむこと

は出来なかった．

昇天草　　紙　括

糸状虫症の疫学的調査は殆んど全国に亘り

多数の研究者に依り報告されてゐる。しかし

之等の成績は一地慣少人数の調査の集積で分

布の大ざつばな概況が明らかにされたのみで

糸状虫疫学の横の一面を示すに過ぎない。

著者が天草大江村を選び満7才以上の殆ん

ど全村民に就いて行った調査成績は浸渾地に

於ける糸状虫症の土着，華延の真相，流行病

学上置かれてゐる現状，．・更に蔓延と風土，環

境との関係を考察する上に∵参考贅材となる

と信ずる。

1）全村の視横着2272暑中仔虫保有者325

名（14．301±0．734鬼〕，有症状者241名（10・

607±0．646％），感染者ヰ85名（21・347±0・77

6％）で本村の感染率は九州各地のそれと比

較しても上位に任するものと云はなければな

らない。発見した仔虫は絶てバンクロフト種

で呈する症状も概ね之に一致してゐる。

症状は糸状虫性熱発作｝精系琳巴管炎等の

急性期症状を始めとして陰嚢水腫，乳靡尿，

象皮病，及び糸状虫性股，鼠提淋巴腹腔賑の

6種であるが他に糸状虫に起因すると思われ

る幾多の不定の症状が見られる。器質的病変

としては男子の陰嚢水陸が最も多くl，乳頗尿，

象皮病は女子に多い中

2）年令別に感染状況を軋ると9才以下に

既に1名の仔虫保有者を認め，仔虫保有率に

年令の進むに従って上昇し10才台では既に

146名（2ヰ．∫38－±1．116％），20才台52名（15・0

72±0．∫56％〕と高率を示し老年者ではかえ

って保有率は低下の傾向が見られる。有症状

者は9才以下は皆無，30才以下には非常に少

く大部分は無症状仔虫保有者である．年令と

共に有症状仔虫陰性者が増加する．症状より

見れば仔虫陽性率は急性期症状に高く高年の

及　考　察

病歴の古い患者では低下する。症状の初発は

20才台30才台に多レ㌧流行病学的に見て感染

源としての意義は仔虫保有者にあるが，その

大半が10才一3ロ才の青少年層に，しかも無症
1

状仔虫保有者として存在してゐることは注目

すべき事で，本症の予防，撲滅を企図する上に

忘れてはならない事実である．叉青少年層の

仔虫保有率の高低は現在の糸状虫蔓延の消長

計示すバロメーターともなるべきものでこの

点ホら考えれば本村の糸状虫の蔓延は決して

下火ではなくむしろ上昇線にあると見るのが

安当であろう。しかし有症状者の既往症にあ

る初発年令は殆ん－ど20才台にあるが之を現在

の20才台の有症状背教と比較して見ると現在

に於ては一昔以前より確かに症状の発生は減

少してゐる感を受ける．

3）村内7部落別に按摩の状況を上ヒ校する

と西部落は194名中100名（51－546±3・349％），

と非常に高い感染率を見るにもかゝわらず浜

里部落には全く同症の発生を見ていなレ㌧

概ね山ぎいの部落に感染率が高く海岸に画

した平坦地忙少く感染率に非常な差異が見ら

れる。今各部落の風上，環境の二三の調査所

見との関係を見ると，西，野中，越崎，里の

各部落は山を背にして人家が点在し薮，木立

が繁茂し，湧水が多く一般に豪のまわりの排

水が不良である。叉この地方は特有の南乃至

南東風が多く風通しがわるい等に蚊族の発生，

棲息寿命維持に都合のよい訂然環境が見られ

る．叉殆んどが純農家で農家一人当りの耕作

面鏡が横浜，浜里，唐崎の各部藩に上ヒして格段

に贋く従って労働時間が長く蚊の刺嘆による

感染，及発病の二次的原因にさらされる横会

が多い事が想像される。飼高教も多く吸血源

としての家畜及び不潔なる畜舎を目当て匹虫胃
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薬する蚊が家人を襲ふ公算も大である．

家屋内外の清潔整頓，生活態度などから見

ても衛生思想の挟除は被うふべきもない．更

に蚊帳．蚊取線香，B，H，Cの保有，使用等

防蚊処置普及程度を調査したがその冥態を明

かにすることは不可能であった。

糸状虫の蔓延分布の状況から見てもそ甲浸

浬の程度は風土環境と密接な関係があり都合

帯七章　　む

天草島大江村に於て満7才以上の殆んど全

村民収就き糸状塊症の浸浬状況を調査し次の

結果を得た。

1〕村民2272名中感染者485名（21．347±

0．766％），仔虫保有者32∫名（14．301±0．734

％）有症状者241名（10．607±0．646％）で高い

浸浬度を認めた。

2）発見した仔虫は繚て「バンクロフト」

種で症状も之に」致する．

3）青少年層特に拍才以下に多数の感染者
■

を発見し，・串状虫症の蔓延は今侍増加の傾向

にある。
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のよい条件下に於て始めて糸状虫症は蔓延し

風土病の形にて根強く土煮するものと考えら

れるが，それは多数の複椎な因子の綜合され

たもので仲々之を明かにすることは困難であ

る。著者が得た所見を以てその条件の総てを

説明することは勿論不可能であるがその一国

を卑Lてゐることは否定出奔なレ㌧

す　　　ぴ

4）村内各部港間の浸浬度に甚しい濃淡が

あり西部落の感染率（51・546±3・349％〕を最

高に野中，越崎，里等の山ぞひの部落に高く

唐崎，横浜等海岸に画した平坦部落に少い。

殊に浜里部革には感染者を見ない。狭院なる

－村円にありても地域により共感染率に非常

な大差があり，在来各地の浸浬状況調査に際

して行はれて束た一部住民のピック，アップ

式採血調査成績に就いて・は今後大いに考慮を

要することを知った．．

5）授産の高い部落に於ては之を助長する

風土段＝境条件があること・を見た．

■．1

精華に臨み熱心な御指導，御校閲を賜った北村教授；片峰助教茸，更に環境，風土調査に懇切■

な御指導を賜った大森教授に深甚の謝意を表す．　　　！
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